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事は、その後、高校時代の夏休みに PL 1や Lisp
などのプログラミング言語を駆使したアルバイト
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は優れたコードを見つけることを教えるべきで
ある。
$プログラムが微妙な性質を備えているとした
ら、それはそれ自体が社会的な外部環境に左右
される場合があるからである。税制が変われば
システムも変わる。
$仕事以外には、とりたてて運動もその他何事に
も無関心で活力のないプログラマーがつくった
システムは駄目だ。
$同業者としかつきあわないプログラマーのつ
くったシステムは駄目だ。
$ソウトウェアのアイディアは、DNA、社会性
そして量子力学の世界である。
$インターネットは集権化されたメディアを敗北
に追い込んだ画期的な発明である。
$技術者がまずシステムを構築し、つぎにマーケ
ターが消費者情報がとれるシステムに作り直
し、次に技術者がシステムをより高度にする、
こうしたサイクルが繰り返される。
$従来の教育のやり方では価値のあるものはつく
れないし、作らせるのは現実の消費者に売れる
ソフトをつくるコースである。
$金持ちで賢い文系出身者に使われているのが技
術系の人間であり、社会的スキルを教えない技
術教育などは自殺行為である。
$現在のプログラムのほとんどは男性社会のなか
で生まれてきたがゆえに、論理的に階層的であ
るが、そうした考えがないソフトウェアこそ将
来の有望格であり、子供の想像力をかきたて
る、協調的なシステムがふさわしい。
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